








Securing a Life in a Confined Apartment Complex 
The Way of Life in Taipei’s Nanchichang Apartments
This paper presents a case study of life in Nanchichang Apartments, a con-
fined apartment complex in Taipei City that is reportedly under consideration for 
demolition. A lifestyle survey is used to examine how the residents utilize the lim-
ited space to create a way of life in a complex generally regarded as a slum.
The foremost challenge faced by the residents is securing enough space to 
accommodate an extended family or commercial activities. To solve this problem, 
the residents have resorted to four methods: construct a pòaⁿ-lâu-á (loft), build a 
chóng-pho (raised floor), purchase a neighboring residence, and build an extended 
housing structure on the rooftop or under the eaves. The most intriguing method of 
securing accommodation and commercial space within a confined area was the con-
struction of structures such as pòaⁿ-lâu-á and chóng-pho, which allow the segmen-
tation of space, in combination with creating additional space through means such 
as buying out neighboring residences (i.e., expansion of space). Conceived out of 
the residents’ struggles to build a way of life in a limited living space, these ideas 
contain the residents’ wisdom of life.
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外部空間に目を向けると、4号棟から 7号棟の列と 8号棟から 11号棟の列に挟まれた場所（中
華路 2段 315巷 5弄）に南機場夜市があり （4）、道路の両側に露店や屋台が密集している。ここか
ら飲食店や露店が隣接する路地に延びていく。距離的に近いからか、10号棟 1階の 3戸と 11号
棟 1階の 10戸は露店及び屋台の準備のための空間と化している。
②第Ⅱ期
地下 1階から吹き抜けの中庭を囲む平面構成となっており、中庭側に地上 1階と地下 1階を連
結する車両用スロープが設けられている（写真 2）。当初の設計では 1階は全て店舗（6.8坪）で




















戸数 階数 棟数 社区名
甲 乙 丙 店舗
Ⅰ期 17,489 
13.91 12.2 8.65 ─
1,264 5 22 忠勤社区
304 328 632 0
Ⅱ期 7,575 
12.5 10.5 8.5 6.8
579 5 1 忠恕社区
64 132 236 147
Ⅲ期 2,552 
（12-14） （10-11） （8-9） ─
259 6 1 忠勤社区
40 173 0 46
注） 　 第Ⅲ期住宅の床面積は不明なので、1963年から 1972年に建設された整建住宅の床面積基準を表記した（甲
種 12-14坪、乙種 10-11坪、丙種 8-9坪）






























出典）2015 年 8 月 10 日筆者撮影
写真 2　第Ⅱ期中庭




























































































































も大きな家族はリさん一家である。リさん一家は 4世代 16人が第Ⅱ期内に 4戸に分かれて住ん
でいる。家族員が多く複雑なため、便宜上家族をアルファベットで表記して説明しよう（図 5）。
















工務店の Aさんは仲間の職人に手伝って貰い、室内に 3つの総舗を設えた。総舗 aに Aさん
の母親、総舗 bに Aさん夫婦と子供 5人、総舗 cに Aさんの弟夫婦 2人と子供 5人が寝た。台










出典）図 3、4：全て筆者実測。図 5：聞き取り調査を元に筆者作成。写真 4 ～ 7：筆者撮影（それぞれ 2015 年 8 月 21 日、同日、


















































































































































れ以降、南機場地区は住宅地へと変容を遂げていくこととなった［龍・范 1967: 10-15; 欧 2008: 
138-140］。
（4） 「夜市」ではあるが、実際午前中のみ、あるいは午後から夕方にかけて営業し、夜は営業しない
店もある。
（5） 標会とは一種の互助会で、参加者が定期的に特定の場所に集まり、入札形式で相互に資金を融
通しあう。
（6） 他にもキンさんの紹介で調査を実施した住民は複数いる。キンさんは決して無作為に選んでい
るのではなく、長く住んでいる住民やキーパーソンになりうる住民を選択し、紹介してくれた。
第Ⅱ期での調査は住民の信頼を得るまでに時間がかからなかったので、キンさんの紹介が功を
奏したと言える。
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